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学校教育の伝統 ― 知識教育 

わが国の学校教育には技術教育の伝統がない。

こういうことをいうと現に技術を教えていると

ころの先生がたは目をむくであろう。だがこれは

教育の根本にさかのぼって考えてみなければな

らないことである。 

 われわれが現在やっている教育の全体的性格

を一言でいうと知識の教育といってよかろう。そ

してわれわれが技術の教育とよんでいるものも

またその知識の教育という教育の全体的性格の

わくの中で行なわれているのである。このことが

なかなかわかりにくいことである。これは長い歴

史の中で成立したことであって、その中にいるわ

れわれは目先のことにとらわれ勝ちになって自

分のやっていることがどういう歴史的流れの中

のものかがよくわからないことがある。ちょうど

孫悟空がお釈迦さまの掌の中で１０万里を飛ん

だつもりになっているのとよく似ている。技術の

教育をやっているつもりになっているが、実はそ

うではなかったということになっているのであ

る。そこには明治以来われわれのつくってきた教

育がもっている思想の宿命のようなものがある。 

 明治のはじめにわが国が教育を重視したのは、

後進国として先進国の文明を導入し、それを国民

一般に普及しようとしたからである。学校はその

最先端に立って大きな役割をはたした。その時に

教育というものの役割やその実体が決まってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり欧米の文明の実際を知識として導入する

ということが教育の役割であり、それが教育のし

ごととなった。教育のためには教科書がつくられ

新しい知識がそこに盛りこまれ、教師がそれを解

説し、人々はそれを知るという姿の教育が生まれ

た。学校はその中枢としてのしごとをはたすこと

になった。こうして百年の間にわが国の文明は進

み、いま漸く先進国の仲間入りができるという段

階になったといってよいような状態になった。こ

れは教育が当を得ていたからであるとわれわれ

は考えている。われわれは教育に自信をもってい

る。百年来やってきた教育でやっていけばまちが

いないと考えている。 

 教育とは知識を与えることだという観念は、誰

にも受け取られる。勉強するというのは、教科書

をおぼえることと同義だといってよい。「わかっ

たか、おぼえておけ」というのは教師の常用語で

ある。教科書というのは結局はことばが書いてあ

るのである。だからことばでわからせることがで

きるし、またわかることもできるというのが基本

的なわれわれの思想なのである。しかもそういう

ようにしてわかることが人間を教育することの

基本なのである。すべてはそこから出発するし、

そこに帰着する。こういう教育、および教育につ

いての考えかたが百年の間にしっかり根を下ろ

している。この考えかたにわれわれはなんらの疑

問をもたないばかりか、すべてをその考えかたの

中で考えている。 
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 たとえば技術系統の教科の中で学科と実習と

いうように分けて教育する。まず学科をやって、

あとで実習をやる。学科は教育という名に値する

価値あるしごとであるが、実習は程度の低いこと

であると考えている人々は多いであろう。そのこ

とを当然と考えているから、これはある歴史的状

況で生み出された思想、一つの考えかたであって、

何も永遠の真理などというものではないなどと

私がいうと異様に感じる人も多いであろう。私を

していわせるなら、学科そしてそれから実習、実

習はつけたりなどという考えかたは、知識教育の

枠の中で技術の教育を考えているにすぎない考

えかたである。しかしそれで長年やってきたので

ある。指導要領の思想でもそうなっている。おも

てむきのいいかたはともかく根本的な思想はそ

うなっているのである。われわれのもっている教

育のしかたの実体がそうなのである。 

 

人間というもの ― 行動 

われわれはあることについて知っていると、そ

れを実際にやることができるというように考え

勝ちである。これは人間というものについての考

えかたが、人間は知識をもつと、それに従って行

動する動物だというように考えられているとい

うことである。もっと基本的な点からみれば、人

間は理性をもっていて、こうやるべきだというこ

とを知れば、そうするというように考えていると

いうことである。心とか意識とかというものが認

識をすることによって行動にうつすことができ

るというように考える考えかたがあるといって

よい。知ることは同時にできることだと考えてい

る。しかし知ることとできることがまったく同じ

だとはいえないことは誰も体験としてわかって

いる。それは、やるというためには意志が必要だ

といういいかたをしたり知情意などという分け

かたを心の働きについてするところに表明され

ている。 

こういう考え方の根底には、知っていることと

やることの中味は同じで、あとは意志が加われば

実際にやるということが実現するという考え方

がある。しかしその知っていることとやることは

同じではないのである。知るというときと、やる

というときの人間の神経の使い方を比べてみた

らよくわかる。 

たとえば本に書かれた機械に関する操作の説

明を読んで機械の動かし方がわかるというよう

に考える。しかし実際に動かすことができるよう

になるには、本で読んだだけではだめである。実

際にやってみるということが必要である。その時

の神経の使い方はどうか。本を読むのとはまった

く違う。そして実際にできるということは、その

神経のほうが重要なのである。しかしわれわれは

それよりもいわゆる知識のほうがたいせつだと

考え、実際にやって、実際にことをするときの神

経の使い方をつくりあげるということを大事に

しないのである。こういう思想は現代の教育の全

体にみなぎっている考え方であって、それを知識

主義的な考え方、観念的な考え方といってよいで

あろう。われわれはいまそういう思想の中にある

ので、これを切りかえることがむずかしい段階に

ある。なかなかピンとこないであろう。 

このことは学習というものをもう一度人間の

側から考え直さねばならぬということである。人

間の行動というものを見なおすということであ

るといってもよい。従来は教育の内容というのは

人間から離れて存在する知識といわれるあるも

のだと考えている。知識を与えるというようなこ

とばを使うのはそれである。われわれはそれを外

から与えることができると考える。そしてそれを

受け取って保持していれば、しごとができると考

えている。そこには人間という生きて働く立体が

忘れられている。人間の働き、行動を育てるのが

教育である。人間はいついかなるときも、ある場
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面におかれて、その場に対決して、行動する。つ

まり神経を使って（頭を使い、身体を使って）行

動している。その行動する能力を育てるのが教育

である。人間は知識のいれものではない。行動す

る（考えるというのも行動である）動物である。 

行動というのは必ず対象がある。あるものに向

って神経を使って働いているのである。そのもの

は頭の中にあることもある。いわゆる抽象的なも

のである。具体的に手でつかめるものもある。そ

れらにつながりをもち、対決して行動している。

抽象的な対象でも、具象的な対象でも人間の脳は

それらと時時刻々ある結びつきをつくっている。

たとえば機械の操作という行動なら、操作する部

分部分に目がいき、そこへ手がふれていく。全体

ヘ目をくばることもある。音を聞くこともあると

いったように、人間は機械とさまざまな結びつき

をつくっている。作業の進みゆきとともにそれは

刻々とかわっていく。別な言い方をすれば、場に

適応しているのである。柔軟な神経の働き、敏速

な働きをもっていれば、作業がスムースに行なわ

れるのである。こういう場に適応して自由自在に

神経を転換することができる状態にするのが教

育のしごとである。 

こういう神経、場に対する対応力というのは、

知識を与えるという従来の教育の考え方では形

成されそうにないことはわかるであろう。それは

ことばで理屈を説明してできるということでな

い。やはり自分で場に臨んで神経を働かすこと自

体によってつくられてくるのである。ことばで説

明する知識とか、理屈とかというのは、その神経

の働かせ方を客観的に眺めて、ことばという記号

でいいあらわしてみただけである。たとえば自動

車を運転するとはどういうことかということを

いくら詳しくことばで表現してみても、そしてそ

れをいくらくりかえし読んでみても、運転そのも

のに使う神経はつくられてはいかないのである。

つまり運転できるようにはならない。反対に運転

できるものは、それをことばでいいあらわそうと

努力すればそれはできないことはない。われわれ

が知識とよんでいるもの、学科というものの中で

与えなければならぬと考えているものは、実は人

間の行動の事実が土台にあって生まれてきたも

のである。その行動の事実、自動車の例でいえば

運転できるという神経をつくることがまず先な

のである。それをことばに表現してみて整理をす

るのである。それが次の事実を生み出すもとにも

なるのである。 

 

教育技術の転換一教育工学 

このようにみてくると、技術の教育というもの

を考えるわれわれの構えに大きな変化がこなけ

ればならぬことがわかる。それは技術教育の技術

学の転換である。教育工学ということばが一般に

使われ出したのはそういうことを意味している

のである。このことばは Educational Technology

の訳であって、テクノロジーを工学と訳すのは自

然科学の系統の考え方である。それを教育の場合

にも使用したのであるが、テクノロジーとは技術

に関する科学ということである。つまり教育の技

術に関する科学的な探求ということなのである。 

しかし、わが国のみはそういうように受け取ら

れないで、工学というのが機械的なものと結びつ

いて考えられるという習慣があるところから、教

育の中に機械を使うことだなどと考えられてい

る。まったく見当はずれの考え方なのである。教

育の技術があらためて考えなおされなければな

らぬということが問題になっていて、それは根本

的にはわれわれが明治以後してきたこと、教育と

いうものの営みの全体構造に問題があるという

ことから出発しているのである。ヨーロッパやア

メリカではもう少し長い間近代の教育をやって

きた。二、三百年といってもよいだろうか。その

やりかたに対し、またその事実の根底にある思想
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に対して反省が行なわれている。教育学というの

は、１９世紀の後半から形をととのえてきたが、

それは近代の考えかたのまとまったものであっ

た。その教育学に対して新たな教育学が必要では

ないかというのが教育工学のイデオロギーなの

である。その根本の思想の違いを紹介したのが、

これまで述べてきたことなのである。 

もう一度それを簡単にいえば、人間を知識のい

れもののように考えて知識を与えてやれば、それ

によって行動できるような人間になると考えて

教育の方式をつくってきたが、人間はそういうも

のではなく、知識をもったからといって行動でき

るようになる動物ではない。むしろ行動そのもの

を形成する方式をつくらなければならないので

はないか。そうしなければ人間は賢明にならない

のではないか。そう考えると、これまでつくりあ

げてきた教育の技術は根底からゆらぐのではな

いか。たとえば教科書をつくってそれを解説する

という形で教育の構造をつくりあげているが、そ

ういうものとは違った技術を生み出さなければ

ならないのではないか。それは人間という動物の

本質的なありかたから考えなおしていく必要が

ある。幸に人間に関する科学、とくに人間の脳の

働きに関する科学的研究が多くの示唆を与えて

くれるので、そういうものの助けをかりて教育学

をつくりなおさなければならない。こういう思想

が教育工学を生み出したのである。 

 だから教育工学の世界にはいるにはその前に

現代の教育の実体に対する根本的な批判がなく

てはならない。現代は本当に人間を育てる、とく

に実際に行動によって世界に対決していく人間

を育てる教育をしているのか。ただことばだけを

ひねり回して、やっていることは昔のままのこと

だというような人間をつくっているのか。人間は

自分の環境をつくりかえていく動物でなければ

結局は生きていけないであろう。ただ惰性に流さ

れて生きていくということを続けていれば、それ

は滅亡につながるであろう。だから自分の環境に

対決していく人間、そしてよりよい環境をつくっ

ていくという行動的人間をつくるのは、教育の最

終の目標でなければならぬ。そういうことを現代

の教育がはたしているのか。ここから教育の技術

学・教育工学は出発するのである。 

現代の教育をそのまま肯定して、その中ヘ教育

の機器をいれてくれば教育はよくなるという思

想、そういうことを考えるのが教育工学だなどと

いう思想はまったくナンセンスというべきであ

ろう。そういう思想に対決するのが本当の意味の

教育の技術学の道なのである。 

 

人間行動の分析―教育技術の出発 

さてこのように考えてくると、教育の技術の体

系をつくりあげるには、まず第一に教育の目標と

いわれるものについて、従来の考え方を転換する

ことを要求される。たとえば技術の教育で正しい

作業を行なわせるには従来どんな考え方をして

いたかというと、産業界などでは、作業標準など

というもの―それは紙に書かれた手順書・注意書

きのようなもの―をつくって、それをしごとをす

る人に与えて、このようにすることがたいせつだ

というようにいうのである。こういう考え方は、

人間の行動自体を形成することではなく、知識と

いう媒介を通して考えているのである。こういう

考えかたは教育としては結局知識を与える教育

になっている。それを改めることである。行動そ

のものを形成するということである。行動の神経

をつくるという方式を改めてつくりなおさなけ

ればならないのである。いま次のように考えたら

どうであろうか。作業標準書などというものをな

くしてしまう。そして人間自体が、正しい行動が

できるようにつくりあげるのだ。そこに教育のた

いせつなしごとがあると考えるのである。これが

教育の目標を行動におくということである。 
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 このように考えると、学校で技術の教育として

やっていることが大きく転換しなければならな

いことになる。学科と称するものは上にあげた作

業標準に似たところがありはしないか。人間にと

ってはそういうものが必要なのでなく、目の前に

あるものをみる時に、どういうものに目をつける

か、どういう構造のものとしてみるのか、という

その行動そのもの、神経の働きなのである。それ

をつくるにはどうするか、ことばで説明をしてわ

からせるなどということではだめであろう。物に

向って、それをみて、それを合理的な形に整理す

るという行動神経をつくらなければいけないの

ではないか、そこに人間自身をつくるという教育

の本来の目標がはたせるのであろう。こう考える

と、知識・ことばの媒介をぬきにして行動そのも

のを育てるテクノロジーというものの開発が問

題になってくる。それをいわゆる教育工学という

のである。教育目標の転換ということが、まず明

確に自覚されるべきである。 

 人間自体ということは、行動ということである。

行動以外に人間はないではないか。だから次には、

人間の行動とは何かということの分析が重要な

ことになってくる。技術といわれるもろもろのも

のも人間の行動である。それは知識と技能の結び

つきなどというものではなく、はじめから行動な

のである。それを知識とか技能とかに分けたのは、

われわれの解釈なのであるが、それもあまり正し

い解釈ではなかった。まちがった考えに基づいて

迷路にはいった。それを改めて原点に立ち返って

出発しなおすべきであろう。 

そこで技術といわれるものを行動として、人間

が何をしていることなのか、物をみることも、そ

れを考えるなどという場合のことも、何かに手を

ふれ身体を使って動かすことも、それは行動とし

て何をやっているかということを一度把握しな

おすということが必要なのではないか。それが、

教育のプロセスをどうするかのヒントもわれわ

れに与えてくれるであろう。 

この場合われわれはとかく知っているからで

きるなどと考え勝ちである。そう考えると、それ

を知らせること、つまり講義をすればよいという

方式に帰着する。それは現代教育者の宿業のよう

なものである。それを脱却するのに大へんな苦労

をしなければなるまい。それをなしとげなければ、

今の堕落した教育は改まらないのであろう。それ

が時代の転換というものではないか。 

そういう行動的な態度を教師がもつかどうか

で、わが国の教育の技術、教育工学が成立するか

どうかも決まるのである。 

 （おわり）

 

 


